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【
郡
山
市
14
日
＝
石
原
裕

子
】
の
っ
と
り
は
科
学
館
の

建
設
段
階
か
ら
す
で
に
行

わ
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら

れ
る
。
館
側
は
展
示
物
の
製

作
を
業
者
に
委
託
し
て
い

た
が
、
そ
の
監
修
は
Ｔ
京
大

学
の
Ｈ
田
氏
に
任
さ
れ
て

い
た
。
Ｈ
田
氏
は
も
と
も
と

別
の
地
文
研
集
団
で
あ
る

「
ち
も
ん
ず
」
と
も
関
係
が

深
い
、
か
な
り
地
文
研
寄
り

の
人
物
で
あ
る
。
Ｈ
田
氏
は

展
示
物
、
主
に
情
報
端
末
内

の
解
説
文
の
一
部
を
地
文

研
メ
ン
バ
ー
の
数
人
に
書

く
よ
う
に
依
頼
し
て
い
た
。

こ
の
数
人
の
メ
ン
バ
ー
に

つ
い
て
は
こ
こ
で
公
表
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
彼

ら
が
地
文
研
で
あ
っ
た
こ

は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。 
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ま
た
、
開
館
記
念
イ
ベ
ン

ト
の
講
演
会
や
、
国
立
天
文

台
ハ
ワ
イ
観
測
所
と
の
テ

レ
ビ
会
議
な
ど
、
科
学
館
の

主
要
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
る

と
必
ず
現
れ
る
Ｋ
立
Ｔ
文

台
・
Ｋ
報
Ｆ
及
室
長
の
Ｗ
部

氏
（
５
４
？
）
も
実
は
地
文

研
で
あ
る
。
彼
は
Ｋ
立
Ｔ
文

台
の
顔
だ
か
ら
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
福
島
県
内
の
会

津
地
方
出
身
で
も
あ
る
た

め
、
科
学
館
で
は
キ
ャ
ラ
的

に
重
宝
さ
れ
て
い
る
ら
し

。 
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そ
し
て
将
来
的
に
は
先

に
挙
げ
た
「
ち
も
ん
ず
」
の

総
ボ
ス
で
あ
る
Ｒ
化
学
Ｋ

究
所
の
Ｅ
崎
氏
が
講
演
の

た
め
科
学
館
を
訪
れ
る
予

定
で
あ
る
。
そ
の
際
「
ち
も

ん
ず
」
も
同
行
す
る
か
ど
う

か
は
残
念
な
が
ら
定
か
で

な
い
。 

い

 

そ
し
て
将
来
的
に
は
先

に
挙
げ
た
「
ち
も
ん
ず
」
の

総
ボ
ス
で
あ
る
Ｒ
化
学
Ｋ

究
所
の
Ｅ
崎
氏
が
講
演
の

た
め
科
学
館
を
訪
れ
る
予

定
で
あ
る
。
そ
の
際
「
ち
も

ん
ず
」
も
同
行
す
る
か
ど
う

か
は
残
念
な
が
ら
定
か
で

な
い
。 

は

 

さ
ら
に
、
現
職
の
職
員
に

も
地
文
研
出
身
者
が
１
名

い
る
と
の
情
報
が
得
ら
れ

た
。
Ｉ
原
氏
（
０
６
）
は
昨

年
４
月
に
採
用
さ
れ
、
現
在

で
も
館
内
の
「
展
示
ゾ
ー

ン
」
に
い
る
と
言
わ
れ
る
。

来
館
者
を
見
つ
け
る
と
呼

ば
れ
も
し
な
い
の
に
近
寄

っ
て
行
き
、
勝
手
に
展
示
物

の
解
説
を
始
め
た
り
、
展
示

ゾ
ー
ン
の
一
角
に
あ
る
実

験
カ
ウ
ン
タ
ー
で
あ
や
し

げ
な
科
学
実
験
を
し
て
み

は
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っ
と
ら

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は

大
変
な
驚
き
で
あ
る
。
す
で

に
Ｔ
辺
氏
（
１
１
）
を
始
め
、

Ｎ
野
氏
（
０
６
）
、
Ｎ
本
氏

（
０
７
）
、
Ｋ
谷
氏
（
０
７
）
、

Ｍ
浦
氏
（
０
９
）
、
が
館
を

訪
れ
た
こ
と
が
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て
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。
今
後
、
他
の
地
文

研
メ
ン
バ
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が
大
量
に
郡

山
に
出
入
り
す
る
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
郡
山
市
民

の
運
命
や
い
か
に
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年
12
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に
行
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た

駒
場
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１
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8
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出
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日
就

し
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平
成
10
年
以
来
お
よ
そ

４
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ぶ
り
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行
を
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指
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編
集
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昨
年
秋
、
Ｊ
Ｒ
郡
山
駅
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
郡
山
市
ふ

れ
あ
い
科
学
館
」
。
駅
前
に
た
だ
一
つ
そ
び
え
立
つ
２
４
階

建
て
の
ビ
ル
の
最
上
部
分
を
占
め
る
、
宇
宙
を
テ
ー
マ
に
し

た
科
学
館
で
あ
る
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
は
五
藤
光
学
の
最

新
の
機
器
を
備
え
、
展
示
で
は
体
験
・
体
感
型
の
も
の
や
情

報
端
末
な
ど
を
並
べ
て
い
る
。
福
島
県
内
で
は
ま
だ
数
の
少

な
い
本
格
的
な
科
学
館
と
い
う
こ
と
で
、
市
民
の
関
心
も
大

く
、
毎
週
末
に
は
親
子
連
れ
な
ど
で
混
み
あ
っ
て
い
る
。
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そ
ん
な
「
ふ
れ
あ
い
科
学
館
」
が
実
は
東
京
大
学
地
文
研

究
会
、
い
わ
ゆ
る
「
地
文
研
」
の
メ
ン
バ
ー
に
の
っ
と
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。 
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